












要約:今後の妊産婦の食生活の支援体制のあり方を明確にすることを目的に、1)地域にお

ける保健所栄養士と助産婦の連携、2)妊産婦に対する食生活の支援の実態調査を行った。

その結果、妊産婦が満足する食生活指導の支援の為には、現状の栄養士不足の問題、そし

て保健所栄養士、保健所の雇い上げ栄養士、市町村栄養士の間の連携の確立が大切である

と同時に、食事面の専門である栄養士と産科学の専門である助産婦の協力体制が望ましい

ことを確認できた。一方、初産婦および妊娠中に何らかの異常がある妊婦は食生活に関心

が高く、居住地の保健所栄養士からの指導も受けていることより、地域における医療機関

と保健所の連携の必要性とその為の支援体制が求められる。妊産婦は指導されたことをよ

く実践している。しかし、正常の初産婦に体重コントロールの食事実践者が 5割以上もみ

られるが、必要以上の実践でないかと懸念される点もみられる。食生活指導の効果が大き

いことと同時に、正しい判断が出来得る指導の必要性が感じらる結果を得た。


